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通信教育部担当科目 ・人間論

　【学内活動】
（学内職歴を含む）

全学教務委員、総合研究所運営委員会委員、学生相談員、臨床心理クリニック相談員

専門分野

所属学会

研究課題

　【教育上の特記事項】

　【社会的活動】

大学院博士後期課程
担当科目

講義形式の授業で、各回の授業のテーマに関する、記述式の質問を毎回一つずつ用意し、ミニレ
ポートとして提出させた。学生からの回答例を、次回の授業で示し、共有するようにした。翌週のレ
ポート内容の共有では、多くの学生が興味を持って聴き、書き留めていた。

・本学及び奈良市総合財団奈良市北部市民文化ホール主催　高の原カルチャーサロン　2015.7．4
講演　「安心・安全な社会とは　～非行少年・犯罪者の立ち直りから考える～」
・第9回　ひと・健康・未来シンポジウム　2015大阪　　2015.12.5　「子どもが希望を取り戻すためには
大人社会のあり方が変わること？！　－21世紀の子どもの現状と未来を考える－　司法臨床におけ
る子どもの現状」
・桜井市人権教育研修会　2015.12．12　「ひとりひとりが大切にされる社会とは　非行問題から考え
る」　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　・
奈良県高等学校教育相談担当者会　2016.2．4　「思春期における不適応行動の対応について　非
行臨床の視点から」

大阪市立大学大学院生活科学研究科博士課程修了

博士（学術）

加害者臨床、司法福祉学、家族心理学、青年期心理学

最終学歴

　【研究上の特記事項】

科学研究費平成27年度基盤研究（Ｃ）　「人とつながる力」に焦点をあてた非行少年の社会復帰支
援に関する研究。
更生保護施設退所少年及び更生保護施設職員を対象にインタビューを行い、非行からの離脱の過
程について、人とのつながり方を中心に明らかにし、社会復帰を可能にする支援について探求す
る。

大学院修士課程
担当科目
（博士前期課程含）

・犯罪心理学特論
・臨床心理学特論Ⅱ
・臨床心理学査定演習Ⅰ
・臨床心理学基礎実習
・臨床心理学演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ

平　成　27　年　度　　教　育　研　究　業　績　書

取得学位

犯罪心理学会、司法福祉学会、心理臨床学会、家族心理学会、精神分析学会、思春期青年期精
神医学会、コミュニティー心理学会

非行少年の立ち直り支援、「居場所」からの青年期理解、青年期の親支援・コミュニティー支援

学部担当科目

・犯罪心理学
・青年心理学
・カウンセリング実習Ⅰ，Ⅱ
・臨床心理学演習Ⅰ，Ⅱ，Ⅲ，Ⅳ

授業科目



単著

単著

単著
日本司法福祉学会第
16回大会

2015年8月

2016年3月

死刑判決を受けた者2名について、彼ら
の残した文学作品を題材にし、自己に
ついて、自己と他者、自己と社会とのつ
ながりを、質的研究により明らかにするこ
とにより、死を待つだけの受動的な存在
ではなく、社会に発信することで社会と
のつながりを確認し、自己の生の意義を
得ようとしていることが明らかになった。

①非行少年の立ち直り支援
「自己疎外・家庭内疎外」と「社
会的排除」からの回復

発行所、発表雑誌等
又は発表学会等の名

称

発行又は
発表の年月

単著､
共著
の別

概　　　　　　　要

金剛出版2015年6月

（著書）

著書､学術論文等の名称

研究業績[著書、学術論文等]

V.C.Kellyらの心理面での裏付けから、
修復的実践には、感情の交流により、リ
アリティーを伴った事実の把握が可能と
なること、絆の回復を実感できることが明
らかとなった。少年院における出院時の
教育で実践することができれば、再犯抑
止に向けた内省の作業がさらに強化さ
れるのではないかと、実践例について示
した。

①死刑囚はいかに自分の生を
受け入れるのか
―『無知の涙』と『遺愛集』の検
討から―

②

①

奈良大学紀要

③

非行少年の抱く疎外感情とそれを生み
出す社会からの排除、社会はなぜ非行
少年の受け入れに難色を示すのか。こ
の二つの視点から少年・家族と社会の
関係性の欠如を考察し、「人を組み入れ
た立ち直り支援モデル」を提唱した。

③

（学会発表）

（学術論文）

③

③

（その他）

②

②

①修復的司法（実践）における
「恥付け」の再犯抑止効果につ
いて心理・社会的プロセスから
の検討―修復的司法（実践）及
び「恥」をテーマにする文献研究
から―

②


